
資料３

山の湊創造都市を支える

公共交通づくりに向けて

愛知県新城市愛知県新城市

新城市の位置

面 積： ４９９ｋ㎡

人 口：５１,０９９人
新城市・鳳来町・作手村

平成１７年１０月１日合併
人 口 ５１,０９９人

世帯数：１６,５５９世帯

（H２２．１．１）

平成１７年１０月１日合併

新・新城市
（H２２．１．１）

愛 知 県
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総合計画と連携計画

◇第１次新城市総合計画(構想図概略）
平成２０年４月策定
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「山の湊 創造都市」を支える公共交通づくり
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新城市地域公共交通総合連携計画

公共交通の現状

幹線交通

・JR飯田線

現状と課題

・鉄道との連携JR飯田線
・民間バス路線（豊鉄バス）

旧新城市

・鉄道との連携

狭小な道路

・地理的な課題

旧作手村 旧鳳来町
・４条路線

距離制 or 200円

旧新城市 地理的な課題

広大な市域

・学生輸送の課題

４条路線 距離制

距離制 or 200円

旧鳳来町
小中学生の通学

・高齢化の課題

・４条路線 距離制
・７９条路線 210円

旧新城市
旧作手村

高齢化の進展

・公共交通空白の課題

点在する空白地域

・４条路線 距離制
７９条路線 距離制

旧作手村 点在する空白地域

・廃止代替

場当たり的路線

３

・７９条路線 距離制 場当たり的路線



新城市地域公共交通総合連携計画（H20.2策定）

４

公共交通ネットワーク

ＪＲ飯田線民間バス路線支線バス路線

総合支所

総合支所

本庁

５



料金体系の整備

ゾーン料金設定

エリア内料金
２００円均一

エリア内料金
２００円均一

エリア内料金エリア内料金
２００円均一

エリア間移動

５００円

６

円

料金体系の取り組み

従来料金 新料金従来料金 新料金

距離制 共通
・鳳来寺線
・中宇利線

吉川市川線

２００円
・中宇利線
・吉川市川線

共通
チケット

６枚綴り
・吉川市川線
・大和田線
・守義線

吉川市川線
・守義線
・布里田峰線
・秋葉七滝線

1,000円
500円

守義線

２１０円
布里田峰線

・秋葉七滝線
・長篠山吉田線
・北部線

西部線・布里田峰線
・秋葉七滝線
・長篠山吉田線

・西部線
・塩瀬線
・あしがる線

長篠山吉田線

２００円
北部線

７

・北部線



その他の取り組み

情報提供＆ニーズ把握 ラッピングバス導入

バスパンフレット発行・バスパンフレット発行

守義線守義線
【中学生の絵を採用】

・ニーズ把握ニ ズ把握

乗降調査

アンケート
意見募集 塩瀬線

８

意見募集
満足度調査

塩瀬線
【絵を提供してくれた小学生】

公共交通会議の組織図

地域住民・利用者 路線を守り育てる会地域住民 利用者

路線を守り
育てる会

路線を守り
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路線を守り育てる会

つくであしがる線
を守り育てる会

公共交通会議
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路線を守り育てる会

地域のバスが走り続ける

路線を育てる３ 路線を育てる

２ 路線を守る

路線を創る路線を創る１
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路線を創る（塩瀬線）

行 政 守り育てる会

・検討結果反映
・結果の提示

運行手続き

・実施案の確認
・利用のための行動

存続に向けた取り組み・運行手続き ・存続に向けた取り組み

路線検討風景
・問題点の整理
・関係情報提供
・解決選択肢提示

・要望・提案の整理
・優先順位の判定
・解決策の検討

路線検討風景
路
線
を
創

・バスの大きさ ・さまざまな要望

創
る

・運転時間枠
・法的規制
・運賃設定案

・長大で複雑な運行ルート
・目的ごとの運行時間
・広範な目的地
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路線を守る（つくであしがる線） 平成２１年度

守り育てる会開催記録 つくでバスかわら版

・４月２０日 自発的活動月
利用促進案の検討

・４月２４日
利用実績の確認

自発的活動

・６月１０日
かわら版発行編集

・７月 １日
かわら版の校正

・８月 ５日
利用者アンケート集計
９月 ２日・９月 ２日
イベント案の検討

・１０月７日
かわら版の校正かわら版の校正

・１１月４日
利用状況の確認

・１１月２５日
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・１１月２５日
もみじ狩りワーキング実施

路線を育てる（つくであしがる線）

イベントの開催地域での利用促進

普段バスを利用することが少
ない市民に バスの利用を促

イベントで育てる

ない市民に、バスの利用を促
すイベントを開催

つくであしがる線を利用して、
作手地域の観光ポイントに出

地域の足として育てる

バスイベント参加者

作手地域の観光ポイントに出
かけるグループを発掘
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バスイベント参加者



路線を守り育てる会の効果

年度 ４月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

つくであしがる線

20年度 ８３ ８４ １１０ １０３ ８３ ９８ １１３ １３８ １５３

21年度 １３０ １４２ １７８ １８０ １６３ １４２ １７５ １７６ １５３
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

路線を守り育てる会の影響

路 線 北部線 西部線 あしがる線

組 織 活動組織なし 守り育てる会が活動組 織 活動組織なし 守り育てる会が活動

会員構成 ― 20％公募市民 100％公募市民

活動回数 ２回 １０回活動回数 ― ２回 １０回

20年度 21年度
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50

部線 部線 あ が 線
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北部線 西部線 あしがる線



新城市のバス利用者数推移

年 度 利用者数

新城市における合併後のバス利用者の推移
（民間バス路線を除く）

年 度 利用者数

平成１８年度 １７９,２４３

平成１９年度 １８８,５１５

(人)

総合計画
前期目標値

平成１９年度 １８８,５１５

平成２０年度 １９６,２７６

(千人)

196
190

200
200

188

196

180

190

179
170

１８年度 19年度 20年度 ２１年度
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１８年度 19年度 20年度 ２１年度

山の湊創造都市を支える

公共交通づくりに向けて

愛知県新城市愛知県新城市


